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境町青年農業士がアグリフードEXPOに出展

9月10日(土)，坂東市にある農家レスト

ランどんぐりていが，ササニシキの稲刈り体

験を行いました。昼食にはどんぐりていのお

蕎麦と共に，外で炊いた釜戸炊きごはんで

作ったおにぎりを体験者全員でいただきまし

た。午後にはおだがけの作業を行い，昼食を

取りに来た一般の方も作業風景を携帯で写真

を撮るなど，関心の高さが伺えました。

農家レストランどんぐりていで稲刈り体験

平成28年8月18日(水)・19日(木)，境町の青年農業士，金久保貴哉氏が代表を務める「Fermier

Honnête（フェルミエオネット）」が，東京ビッグサイトで開催された日本最大規模の農産物展示商談

会「アグリフードEXPO東京2016」に参加しました。

同団体が出展した，乳製品や卵を使用せず「一等米」玄米を主に加工した「ライスミルクジェラー

8月2０日(土)～21日(日)は澤光青果アトレ川崎店，27日(日)は

高島屋横浜店において，JA茨城むつみ三和地区野菜生産部会の生産

者，JA，古河市役所及び普及センターを含む県関係者が店頭に立っ

てニガウリの試食販売を行い，古河の「惚ろにがうり」をPRしまし

た。

試食品としてニガウリのカリカリ揚げや酢の物を提供したところ，

食べた方からは「意外と苦くない」という感想が多く聞かれ，小さ

な子どもも美味しそうに食べていました。古河の「惚ろにがうり」

の良い宣伝になりました。

首都圏で古河の「惚ろにがうり」をPR販売

次回は10月15日(土)にエダマメ収穫体験を開催予定です。普及センターでは，農業と一般消費者をつ

なぐ農業体験実施者を今後も支援していきます。

ト」の評価は高く，多くの実需者が試食し，商品の説明を聞いてい

ました。当日は境町役場や地元の女性農業士と共に，普及センター

も試食やアンケートの取り組みを支援するなど，商品の魅力と強み

をＰＲしました。

地元農産物の美味しさを凝縮した加工品が，多くの消費者の方々

に喜んで頂けるよう，普及センターはこれからも加工や販売，そし

て6次産業化を支援していきます。



土づくり推進のため土壌診断を受け付けています。
個人等の農家の方が対象です。

土壌診断実施日のお知らせ

１０月１２日（水）
１０月２６日（水） を予定しております。

１０月１０月

※実施日は変更になることがありますので，ご了承ください。
また，結果のご連絡には数日かかる予定です。

最近，朝に車のボンネットや屋根に野

良ネコの毛や足あとが見られるようにな

りました。取り急ぎ対策として古毛布を

かけたところ，翌朝は車の上の毛布の上

でネコがくつろいでいました。ネコ対策

募集中です。 （柴原）

8月26日(金)，茨城むつみ農協境地区野菜生産部会青年部が，

境地区営農センターにおいて「経営管理講座」を開催しました。本

講座は産地の未来を担う青年部員が自らの経営力を高めたいとの想

いから昨年より実施しており，普及センターが講師を務めるなど支

援を行っています。

今回の講座は「経費削減」をテーマに開催し，参加した青年部

員7名は再生産価格の算出や削減方法について学びました。特に講

座では経費削減を図った実例として，農業生産法人（株）TKFが，

トヨタ役員から受けた「カイゼン」指導の取組実践事例や，岩井農

8月31日(水)，普及センターは，本年度4回目となる坂東地域ア

グリセミナーを開催しました。今回は普及センター職員が参加した

新規就農者６名へ病害虫防除に関する講義等を行いました。

講義では，病害虫による被害の見分け方や防除方法，農薬の適

正使用等について説明するとともに，受講生に病害診断や農薬の使

用について問題を出し答えを聞くなど，学び，考えるセミナーとし

ました。

さらに座談会の時間を設け，病害虫が発生した事例を参加者各

自が発表し，その対策について普及センター職員を交えて情報交換

を行いました。

第４回坂東地域アグリセミナー「病害虫防除」を開催

JA茨城むつみ境地区野菜生産部会青年部が経営管理講座を開催

受講生からは，「病害虫診断では，ほ場の観察が重要だと知りました」「作物の状況を見て，先手で

対策を打って防除する事を心がけたい」等，非常に有意義な講座であったとの参加者の声を聞くことが

できました。

普及センターでは，今後もアグリセミナーを通して，新規就農者の農業技術の向上などの支援を行っ

ていきます。

協で実施している「いわい２１農業アイディア大賞」について紹介し，作業の効率化を図ることが経営

上いかに重要かをわかりやすく説明しました。

参加した青年部員からは，「作業場の整理整頓を行い，作業の効率化を図ろうと思った」，「明日か

ら自分の作業にムダがないか探してみよう」など経営改善に意欲的な意見が聞かれ，充実した講座とな

りました。

普及センターでは，今後も地域を支える若手農業者の経営力の向上を支援していきます。


